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研究成果の概要（和文）：本研究は，「市民社会と消費者」というこれまで研究されてこなかったテーマを設定
し，以下の2つの論点に基づいて多種多様な専門分野からのアプローチにより，議論を整理しまとめることがで
きた。
論点1「経済思想・学説における市民社会論」については，経済思想および消費社会論における研究成果の中か
ら，大量生産・大量消費の社会において求められる消費者の自律や消費そのものの意義を見出す議論を整理し
た。
論点2は「消費者運動の精神史構築」である。我々は，消費者市民団体の活動や産消提携など代替的な生産・消
費・流通関係の構築に関わる議論を整理した。（2020年度内に本研究の成果を単行本のかたちで出版予定であ

研究成果の概要（英文）：In this study, we set a theme that has not studied so far, "Civil society 
and consumers," and were able to organize and summarize discussions from various fields based on the
 following two issues.
The first issue is "Civil society theory in economic thought and theory." We have organized the 
discussion to discover the significance of consumer autonomy and consumption required in the society
 of mass production and mass consumption from economic thought and consumer society theory.
The second issue is "Construction of the spiritual history of the consumer movement." We have 
organized discussions on the construction of alternative production/consumption/distribution 
relationships such as consumer civic groups' activities and production-consumption partnerships.

研究分野： 経済思想史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大量生産・大量消費社会に対する批判から発した消費社会論の思想的源流・背景とそれらがもつ倫理的観点は，
グローバル化などにより複雑化した社会システムのもとでの新たな消費社会論の展開においても引き継がれてい
る。このような消費社会論の系譜から現代社会の分析へとつなげる本研究成果は，消費社会論の発展という学術
的意義とともに現代社会を理解するためのフレームワークを提供するという社会的意義がある。本研究における
消費社会批判とそのオルタナティブの提示は，新型コロナウイルスの影響下で加速的に変容する私たちの消費社
会に意義深い示唆を与えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

（1）現代的意義からの問題設定 

本研究の当初の目的は，戦後日本において展開された消費社会論および消費者運動論が持つ

現代的意義を「市民社会の経済思想」の観点から再評価することであった。論点を，「経済思想

における市民社会的消費者」と「民衆思想の史的・理論的再構成」の二つに分け，以下の 2 点を

明らかにしようとした。①英米圏における市民的消費者思想の展開と，それらに照らした日本独

自の市民社会論の意義と限界の整理，②戦後日本の有機農業論・生活協同組合論の歴史的再構成

と，その理論的・思想的含意の明示化，である。これらのアプローチを結合しつつ，現代の市民

的消費者論に向けて，日本の知的資源，とりわけ「環境型市民社会論」の可能性を提示しようと

した。 

 

（2）学術的背景からの問題設定 

経済思想研究において「市民社会と消費者」はこれまで研究されてこなかったテーマである。

「市民社会」とはすなわち，「人間の尊厳と平等な権利を認め合った人間がそれぞれを支えるよ

うな社会的関係」である。この理念に即して，従来の経済思想研究における「市民社会論」は，

「自立した個人として政治に参加するための経済的・経営的基盤」を論じてきたものの，消費者

を捉えた研究はほとんど見られない。 

近年，戦後日本の消費社会論や消費者運動史に関する著作はいくつか刊行されているものの，

市民社会の担い手としての消費者という観点で市民社会論との結合を試みる研究は皆無である

が，経済思想研究上の市民社会論が途絶えた現在だからこそ，諸々の運動における崇高な社会変

革理念を抽出しつつ市民社会論を再構成し，現代における同運動の意義を正当に位置付けるこ

とは必要であろう。 

 

２．研究の目的 

本研究は，「市民社会と消費者」というこれまで研究されてこなかったテーマを設定し，以下

のような論点を明らかにすることを試みた。 

（1） 論点 1：「経済思想・学説における市民社会論」 

消費社会と市民社会の接点を哲学や新古典派の両観点を持ちつつ理論化したアメリカの女性

経済学者ヘーゼル・カークのように，イギリス後期ヴィクトリア期のラスキンの経済思想におけ

る消費の倫理を説く理念を継承した議論を明らかにすることで，本研究の理論的基盤と源流を

明らかし，同時に日本における 1970 年代以降の消費社会論や市民社会論への示唆を示すことを

目的とする。 

（2） 論点 2：「消費者運動の精神史構築」 

消費者運動とは，正確には消費者の関心から生まれた生産者運動，あるいは提携運動である。

無数にある運動の中で，本研究では 90 年代後半以降の「市民的消費者（citizen-consumer）」理

論への貢献に対する関心から，次のように論点を絞る。まず，環境と共存する新しいライフスタ

イル・消費社会を築く主導者を「環境市民」と呼ぶことができる（橋本努『ロスト近代』弘文堂，

2012 年，最終章参照）。環境市民は，自身の利害関心（self-interest:利己心）に導かれながらも，

環境と融和的な代替的快楽基準を提起するリーダーとなる。つまり彼らは，環境というコモンズ

を自立した市民の利害関心のために守る主体である。かかる理論を，K. ソパーのいう「代替的

快楽主義」などを素材に構築したい。さらに，この観点からとりわけ注目すべきは，日本の有機

農業運動とそこから派生する産消提携運動である。これらの運動の指導的立場にあった一楽照



雄に関する研究はほとんど存在しない。本研究では一落に焦点を当てて，民衆思想の精神史を再

構築したい。さらに，関連するテーマとして，記号的消費論やブランド論からのアプローチも扱

うこととしたい。 

 

３．研究の方法 

多様な分野の研究者が，各人の多彩なテーマに基づき，学際的なアプローチで分析・考察を進

め，研究会での報告を通じてメンバー内で共通認識を深めた。さらに，各研究成果を相互に理解

するだけでなく，それらの関連を検討し，研究プロジェクト全体に共通する課題を整理した。そ

の過程においては，思想史研究の手法として，民衆の社会史・運動史を基礎としながら，その思

想的・学説的な意義を検討すること，また反対に，思想・学説を現実に照らして検討することの

両面を念頭に置き，実態調査と思想研究，社会理論とその実践的含意の検討を，相互交流の中で

進めた。 

 

４．研究成果 

（1） 第 1 の論点「経済思想・学説における市民社会論」について，生垣琴絵（研究代表

者）が 20 世紀初頭のアメリカの女性経済学者ヘーゼル・カークの消費経済論を検討

した。カークの議論はほとんど注目されてこなかったが，消費社会の特徴が現れつ

つあった時代に消費社会と市民社会の接点を哲学や新古典派の観点を取り入れつつ

理論化を試みたものであり，本研究の理論的源流として位置付けることとなった。

ここから派生して，市民社会としての消費社会論の現代的展開に関して，まず，畑

山要介（研究分担者）が，「倫理的消費の理解社会学—K. ソパーの代替的快楽主義

を通じて」というテーマで，ケイト・ソパーの倫理的消費の概念とその理解，そし

て消費社会論そのものの射程の転換などに関する分析を取り上げた。水原俊博（研

究分担者）は，「文化的消費の経済社会システム」というテーマで，一般的な文化的

消費の形式であるコト消費（体験型消費・サービス消費）のみならず，モノ消費を

伴う文化的消費も含め，それらが実現する経済社会システムについてフォーディズ

ムやポストフォーディズムとの比較から検討した。これにより，文化的消費の現代

的な特徴が明らかになった。さらに，伊藤賢一（研究分担者）が，「“消費する”本

能とは—G. サードの進化心理学的消費論の射程」というテーマで，消費行動を進化

心理学的な観点から分析する試みを取り上げた。畑山や伊藤の研究成果により，消

費社会としての現代社会の分析，つまり消費社会論を新たな観点や方法論によって

再構成することの可能性が確認できた。 

（2） 論点 2 の論点「消費者運動の精神史構築」については，丸山千賀子（研究分担者）が，

「海外の消費者運動と今後の消費者団体のあり方」について，欧米のみならず，ベ

トナムやマレーシアなどアジア諸国でのインタビュー調査を元にした実態把握およ

び分析を提示した。さらに，消費者運動のなかでも「産消提携」という形式に着目

したテーマとして，根本志保子（研究分担者）が，「有機農産物の産消提携運動—消

費における顔の見える関係とは」を提示し論じた。このテーマから，消費者の組織

化と生産者との関係性に関する事例が整理されると同時に，消費者の倫理的消費の

実践について確認することができた。これらと異なる視点として，生産と消費とい

う経済学的な区分には収まりきらないものの，日本における消費者の動向の一つと

して，神野由紀（研究分担者）が，「ハンドメイドに見られる女性と消費文化 新た



なプロシューマーの生成過程」というテーマで論じた。ここでは，ハンドメイドと

いう観点から見ると，女性たちの生産者でもある消費者という存在の特質が理解で

きると同時に，それが新たな消費文化の一部を担っている側面が浮き彫りになった。

また，ブランド消費に関するテーマとして，石塚千賀子（研究分担者）が，”Service 

Qualities that Promote Revisit Intention in the Japanese Brand Retail Context” 

というテーマでブランド店舗を対象に，どのような知覚品質によって，消費者がそ

の店に再訪するきっかけとなるかを量的・質的データに基づいて分析した。結論と

して，ブランドらしさの知覚など多くの先行研究で指摘される物的要因の影響より

もむしろ，個人に向けられた想定外の情報提供が再訪に影響するということが示さ

れた。さらに，以上のような研究が様々な角度から消費の実践を検討・分析してき

たこととは異なる観点から，橋本努（研究分担者）が，「消費ミニマリズムの倫理」

というテーマで日本におけるミニマリズムの動向について論じた。これは，消費社

会において敢えて消費を拒否する生活を選択することを分析している。最終的に，

ミニマリズムは，現代における消費社会批判，つまり「下からの啓蒙」の実践とし

て位置づけられることが示された。 

以上 2 つの論点を総合的に取りまとめた単行本を，2020 年度末を目処に出版する計画が進行

中である。 
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